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対象病害虫
＊太字は

重点病害虫
主な作業と注意事項及びドリフト対策

水 100 ℓ

展着剤 20 ｍℓ

2 回

水 100 ℓ 晩腐病

展着剤 20 ｍℓ 褐斑病

M7 ㊞ ベフラン液剤 400 ｍℓ 250 倍 黒とう病 1 回

M2 石灰硫黄合剤 5 ℓ 20 倍 サビダニ

水 100 ℓ

－ 展着剤 20 ｍℓ

M4 オーソサイド水和剤80 125 g 800 倍 30 日前まで 3 回

1 ㊞ ダイアジノン水和剤34 100 ｇ 1,000 倍 30 日前まで 2 回

水 100 ℓ

フラスター液剤 200 ｍℓ 500 倍 2 回

水 100 ℓ

－ 展着剤 10 ｍℓ 灰色かび病

17 パスワード顆粒水和剤 66 g 1,500 倍 アザミウマ類 14 日前まで 2 回

1 トクチオン水和剤 125 g 800 倍 ハダニ類 45 日前まで 3 回

20 マイトコーネフロアブル 100 ｍℓ 1,000 倍 21 日まで 1 回

水 100 ℓ

3 オンリーワンフロアブル 50 ｍℓ 2,000 倍 前日まで 3 回

21 ランマンフロアブル 50 ｍℓ 2,000 倍 14 日前まで 3 回

13 ㊞ コテツフロアブル 50 ｍℓ 2,000 倍 60 日前まで 2 回

5 ディアナWDG 10 g 10,000 倍 前日まで 2 回

①園内の換気、扇風機等の設置を行い、湿度対策を行う。
②マイトコーネフロアブルに替えてダニコングフロアブル2,000倍（収穫前
日　1回）を使用しても良い。

①コウモリガ防除のためガットサイドＳの原液～1.5倍液を主幹部に塗布
するか、1.5倍液を散布する。（幼虫喰入期直前～喰入初期、但し収穫21
日前まで　ＭＥＰ2回）
②落花直後の防除以降、アザミウマ類の発生園はアーデントフロアブル
2,000倍(収穫前日まで　4回)を散布する。
③落花直後の防除以降、コナカイガラムシ類の発生園は㊞モスピラン
ジェット(くん煙剤、収穫14日前まで　3回)を使用する。
④カイガラムシ発生園でアプロードフロアブルを加用する場合は、オン
リーワンフロアブル、ランマンフロアブルに替えてアミスター10フロアブル
（1,000倍　収穫30日前まで　3回以内）にする。
➄園内の換気、扇風機等の設置を行い、湿度対策を行う。

①今回の防除と2回目の防除間隔は5日以上空ける。
②昨年晩腐病が多発した園はベンレート水和剤400倍（休眠期　1
回）を散布する。
③晩腐病対策として、巻きひげや収穫痕をきれいに切る。

①オーソサイド水和剤80に替えてアリエッティC水和剤800倍（収穫
30日前まで　3回）を使用しても良い。
②ジマンダイセン水和剤1,000倍（収穫45日前まで　2回）でも良
い。

①農薬とは混用しない。(単用散布とする)
②生育･天候状況を確認し、適期に散布する。
➂種なしぶどうはアグレプト液剤1,000倍（満開14日前～開花始期
1回）を散布する｡(10a当り300ℓ)
⑤種あり巨峰はフラスター液剤500倍にアプローチBI　500倍を加
用する。

ℓ

200 倍

新梢展開葉
７～１１枚時

(開花始期まで）

トラカミキリ
（休眠期）
発芽前

500 ｍℓ

250

令和5年度「加温ぶどう」病害虫防除暦 (JAながの志賀高原ブロック)

回数
散布時期
散布日

重点防除期間

薬剤名 薬剤量
収穫前

使用規制
年間

使用回数
倍　率

散布量
（10ａ当り）

晩腐病
黒とう病

灰色かび病
べと病

ハダニ類
アザミウマ類

　月　　　日

1

発 芽 前

2

3

4

5

展葉　９枚頃

　月　　　日

6

　月　　　日

300 ℓ

展葉

　月　　　日

開花直前 400 ℓ

300 ℓ 休眠期
冬期

６～７枚

晩腐病
黒とう病
べと病

灰色かび病
カイガラムシ

類

300 ℓ

　月　　　日

　月　　　日

１ ㊞ ラビキラー乳剤

発芽直前

落花直後
400 ℓ



水 100 ℓ

M1 ICボルドー66D 2.5 ℓ 40 倍 ベと病 － －

水 100 ℓ

M1 ICボルドー66D 2.5 ℓ 40 倍 ベと病 － －

水 100 ℓ

M1 ICボルドー66D 2.5 ℓ 40 倍 ベと病 － －

1 スミチオン水和剤40 100 g 1,000 倍 ブドウスカシバ 21 日前まで 2 回

①ＩＣボルドー66Ｄに代えて4－4式ボルドー液を使用しても良い。
②カイガラムシ類の発生園はモスピラン顆粒水溶剤2,000倍（収穫14日前
まで　3回）を特別散布する。

①ＩＣボルドー66Dに替えて、4－4式ボルドー液でもよい。

①ＩＣボルドー66Ｄに替えてオーソサイド水和剤80を800倍で使用しても良
い（収穫30日前まで  3回以内）
②ハダニの発生園は特別散布を実施する。

この防除基準はJAながの志賀高原にて作成されたものですので、地区内生産者・組合員以外の利用を固くお断りします。

7

　月　　　日

8

※　㊞は劇物です。購入の際は印鑑が必要です。

収穫後

ビニール
除去後

　月　　　日

9
８月下旬

～
９月上旬

　月　　　日

400 ℓ

400 ℓ

400 ℓ


